
本 校 の 教 育 目 標

『たくましい体と豊かな心を持ち、意欲的に学ぶ子どもの育成』
～ ふるさとを愛し 自分を大切に ひとを大切に ～

校庭の桜はいつの間にかすっかり葉桜となり、新緑
が目に鮮やかな季節になりました。
令和６年度がスタートし１ヶ月が過ぎようとしていま

す。入学・進級した子供たちは、新しい環境に少しずつ
慣れて、学校生活に意欲的に取り組んでいます。校内
を回りながら各学級の様子を見ていると、どの学級も
落ち着いて学習や活動に取り組んでいる様子が見う
けられます。廊下ですれ違った時、自ら進んであいさつ
をしてくれる子供たちが多くなりました。よいスタートを
切ることができたと感じています。ただ、多くの子ども
たちは、期待と共に不安や緊張の中で過ごしてきたことで、心身ともに疲れも出ていると思い
ます。ゴールデンウイーク中は、有意義な時間を過ごしていただくとともに、お子様の心身の
疲れを回復させる休みであってほしいとも思います。ぜひ、この１ヶ月の学校生活の様子をお
子様からゆっくり聴く時間をとっていただきたいと思います。

４月中旬のテレビのスポーツニュースで、ＭＬＢの大谷翔平選手の活躍を放送していまし
た。ところが、大谷選手を含めすべての選手が背番号『４２』番をつけていたのです。
実は毎年４月１５日の全試合、すべての選手や監督、コーチが背番号『４２』番をつけて試

合をします。４２番は『ジャッキー・ロビンソン』という選手がつけていた背番号であり、彼の
功績をたたえるために行われているのです。ジャッキー・ロビンソンはＭＬＢ初の黒人選手
で、１９４７年から、当時のブルックリン・ドジャースでプレーし、白人以外の選手の大リーグへ
の道を切り開いたのです。
人種差別があった当時のアメリカ社会では、白人だけで構成されていたリーグで黒人が

プレーすることに対しては凄まじい抵抗がありました。 ただ、そのような中でもジャッキーロ
ビンソンをスカウトしたドジャースのオーナー、ブランチ・リッキーは、彼に『差別を受けてもや
り返さない勇気を持て』という条件を突きつけていました。
試合中、観客や相手選手、そしてメディアからも大変厳しい人種差別を受け続けました。ま
た、チームメイトからも「一緒にプレーするのはいやだ」と言われたりしたそうです。しかし、彼
はそれでも、卓越した才能を発揮し、オールスターゲームに6回出場し、1949年にはナショ
ナルリーグMVPを受賞、ドジャースをナショナルリーグ優勝6回、ワールドシリーズ優勝1回
に導くことに貢献しました。
そんな彼の輝かしい栄光を賞賛するため、メジャーデビュー50年目にあたる1997年4月

15日、彼の背番号『42』番は唯一、MLB全球団を通じた永久欠番に指定されました。そし
て2004年、この日を記念して「ジャッキー・ロビンソン・デー」が制定されました。この日は、
選手だけでなく、監督やコーチ、審判、そして多くのファンも背番号『42』を着用して、彼の歴
史的偉業をたたえるのです。

もしかするとジャッキーロビンソンの存在がなけれ
ば、大谷選手やダルビッシュ投手の活躍は見られなか
ったかもしれません。
バリアフリーやＬＧＢＴＱ等も世界に広く認知されて

つつある現代社会においても、差別や不平等に苦しむ
人たちがたくさんいます。こうした理不尽な差別に立ち
向かうためには、ジャッキーロビンソンをお手本に、毅
然とした態度で立ち向かいつづけることが大切だと思
います。
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日 曜

1 水

2 木

7 火

8 水

9 木

10 金

14 火

15 水

16 木

17 金

21 火

23 木

24 金

28 火

30 木

31 金

5月の行事予定

1年生を迎える会　 SC来校

6年京都府学力・学習状況調査
フッ化物洗口練習

安全点検 避難訓練(警報時)

クラブ

ぐりぐらさん朝のお話会(低)
お誕生日給食

SC来校

3年茶摘み体験

Ｂ校時 5年臨海学習

児童集会

特別５校時　授業参観懇談
PTA総会　６年修学旅行説明会

5年非行･6年薬物乱用防止教室
心電図(２次)

5年田植え

5年臨海学習
フッ化物洗口練習

クラブ
臨海学習説明会

行事

全校朝礼 内科検診
1･3年交通安全教室

眼科検診　委員会
検尿(２次)

◆連休中の緊急連絡先「南山城村役場」 

連休中の緊急連絡先は、村役場になります。 

何かありましたら、右記連絡先までお願いします。  TEL 0743-93-0101 

また、南山城小学校の LINE に登録いただいている方は、そちらに連絡していた

だくこともできます。 

 ４月１５日から「春の読書週間」として、読書に関する取組を行いました。普段なかなか話せない担任外の先

生の読み聞かせや、ぐりぐらさんの読み語り、高学年による読み聞かせなどに取り組みました。普段とは違う本

との出会い、新たな本の世界に触れ、子どもたちは目を輝かせながら本に浸ることができました。 

 春の読書週間だけで終わるのではなく、子ども達がさらに本に興味をもち、読書が進みますよう、ご家庭でも

本の話題で話してみてください。 

19 日に３・４年生はシイタケの菌打ち体験に取り組みまし

た。椎茸連協、JA、村産業観光課の方々にお世話になりなが

ら原木に一つ一つ丁寧に植菌をしました。最後に原木にネー

ムプレートを打ち込み完成です。 

秋にはきっと大きく育ってくれているでしょう。収穫が今

から楽しみです。 

1 年生は、国語科の学習でいろいろな先生に自己紹介を

しました。自分の名前や好きなものを紹介したり、先生

から好きなものを聞いたりしてサインをもらいました。

元気いっぱいにお話をしてサインをもらった 1 年生から

は笑顔があふれていました。 


